アテローム（粉瘤）日帰り手術の説明および同意書

（１）アテロームとは
アテローム (Atheroma) とは、粉瘤（ふんりゅう）、表皮嚢腫とも呼ばれ、皮膚の内側に袋状の構造物ができ、皮膚から剥げ落ちるはずの垢（角質）や皮脂が袋の中にたまってできた腫瘍の総称です。時間とともに徐々に大きくなり、顔や首、背中、耳の後ろなどにできやすい傾向があります。腫瘍中央に黒点状の開口部があり、圧迫されると臭くドロドロした膿状の物質が出てくることがあります。
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自動的に生成された説明]
アテロームの断面模式図　　　　　　　　　臀部にできたアテローム（赤矢頭）　　　　　　アテロームが化膿した状態

アテロームに何らかの原因（外力、異物反応、細菌感染）で炎症が生じると、表面が赤くなり、痛みを伴い、腫れが限界に達すると、嚢腫は破裂して非常に臭いドロドロの膿が排出されることがあり、これを炎症性アテロームまたはアテローム化膿と呼びます。この場合は、抗生物質の効果も限定的で、早急に表面を切開して膿をだしたほうがよいとされます。
（２）アテロームに類似した皮膚の腫瘍
　アテロームは、皮膚の内側に脂肪細胞が増殖してできた脂肪の塊である「脂肪腫」や生まれつき存在し、まゆげから上まぶた、頭にみられるブヨブヨした「皮様嚢腫」、おしり付近に小さな穴が開いて中に毛がはいっていて、男性によくみられる「毛巣洞」、毛穴に黄色ブドウ球菌という細菌が感染して膿がたまる「ひょう・おでき」などが似ているとされます。また、巨大化したアテロームの中にはごくまれに悪性化したという報告があります。

（３）アテローム日帰り手術に際して
1. お薬として脳梗塞、心疾患予防のための血液をサラサラにする薬（抗血栓薬など）を内服している方でも、日帰り手術をすることは可能です。休薬の可否については主治医とご相談ください。安全性を高めるため、内服薬やアレルギー（とくに局所麻酔アレルギー）、既往症（感染症の有無も含める）について確認をします。当てはまる場合は必ずお申し出ください。
2. 外観的に気になる場合や外的刺激を受けやすく、将来的に炎症や破裂を生じると考えられる場合が外科的切除の対象になります。局所麻酔（部分的な麻酔）を行い、表面の皮膚を紡錘形に切開して、嚢腫のみを摘出、創部を洗浄して皮膚を縫合します。大きさにもよりますがだいたい15分から30分で手術は終了します。炎症を伴い、赤みや腫れ、痛みが強い場合は、緊急にアテロームの表面皮膚を切開して、嚢腫内の膿性内容物を排出させることを優先します。
3. 飲水、食事は手術後30分ほど経って摂取してください。
4. 当日の激しい運動はおやめください。お風呂も創部を湯に浸けることを避け、シャワー程度が良いでしょう。
5. 処置終了後、痛みやしびれ、出血などが生じた場合、当クリニックまたは連携機関に至急連絡してください。
6. 摘出したアテロームを病理検査（顕微鏡で細胞を確認する）に出す場合があります。最終検査結果は後日となりますので次回外来診察日をご確認ください。
（4）アテローム日帰り手術の偶発症
　手術の偶発症としてまれに、局所麻酔アレルギーや出血、感染、嚢胞遺残などがあります。追加処置や後日の再手術が必要となることがあります。手術後に必ず担当医から説明がありますので、よく聞いてください。

以上を理解され手術を受けられる方は、同意書にご署名下さい。また同意書を提出された後でも手術を中止することができますので、いつでもお申し出下さい。
アテローム日帰り手術の同意書

　私は、アテローム日帰り手術を受けるにあたり、説明書に基づき説明を受け、手術の目的や方法、偶発症について十分に理解しました。
アテローム日帰り手術を受けることに同意します。

令和　　年　　月　　日　　　
患者氏名 　　　　　　　　　　　　
代理人署名　　　　　　　　　　　　
（患者との続柄 ）　　　　
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